
今月の表紙 認定こども園こどもの杜 第４回入園式～新入園児が保護者や職員の皆さんと記念撮影～

まちの話題 目指せ事故のない安全で安心な社会 交通安全推進町民大会を開催

温故知新

町議会議員を５期２０年

大昭 小澤 實 さん

特 集 私たちが担当です ４月から職員の配置が一部変わりました



階 段

→
１階へ

階 段

→
２階へ

私たちが担当です
４月から職員の配置が一部変わりました。お気軽に声をかけてください。

西口

→議会議事堂へ

←
女
性
ト
イ
レ
へ

正面玄関

ロビー

応接室

◎教育委員会生涯学習課（議会議事堂１階）

教育長 宮管 玲 生涯学習課長 藤原勝美
学校教育 （主査）丸尾（達）・土田（直）（主任）尾路 [津別小学校臨時職員 松木（繁）]

◎学校給食センター 生涯学習課主幹 阿部勝弘
◎中央公民館 生涯学習課主幹 石川波江
社会教育（主査）谷口 （主任）安宅 （主任技手）荒川

（主事）岩松・松谷・水野・松嶋［図書司書 金山・浅野目］［教育相談員 廣部］

◎児童館 ［臨時職員 佐藤（美）］［児童館専任指導員 百瀬］

男性トイレ

設計図書室

コ
ピ
ー
室

保健福祉課長

小 野 淳 子

保健福祉課主幹

千 葉 誠

主
査

佐
藤（
み
）
主
事

石
川（
佳
）

主
任
技
手

島

田

主
査

仁

部

主
事

上
原（
悟
）

主
査

青

柳

主
事

河

野

主
査

竹

治

臨
時
職
員

田

中

主
事

成

田

主
査

伊
藤（
玲
）

主
査

土

井

主
任

織

田

保
健
師

山
本（
幸
）

主
任

鈴

木

産業振興課参事

小 野 敏 明
産業振興課長・農委事務局長

横 山 智

産業振興課主幹

近 野 幸 彦

主
任
技
手

山
本（
篤
）

主
事

寺

田

主任

坂 井

主査

渡辺（新）

主査

兼 平

主任技手

蒔 田

主査

石 崎

主査

丸尾（美）

主任技手

相 内

主事

伊藤（聖）

主任技手

樋 口

主査

松木（美）

商工観光
林
政
・
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進

農
政
・
農
業
委
員
会

介
護
保
険

地域包括支援センター
福祉

健康推進

国保・後期

高齢者医療戸籍・年金

主
査

向

平

羽 迂 雨 卯

窺

鵜

主
事

高
橋（
次
）

臨
時
職
員

主査

迫田（久）

主査

山田（善）

主
事

渡
邊（
悠
）

主
任

平

塚

主
事

佐
藤（
元
）

韻 吋 右

案内窓口 駒

階 段

→
１階へ

階 段

→→
２階へ

１階

２階

←
林
業
研
修
会
館
へ

東口

町長室

副町長室

町 長

佐 藤 多 一

副 町 長

竹 俣 信 行

多目的
トイレ

住
民
企
画
課

地
方
創
生
推
進

産業振興課
国営事業推進

◎議会・監査委員事務局（議会議事堂２階）

事務局長 松橋正樹（主査）小西(美)［臨時職員 安瀬（貴）］

◎多目的活動センター『さんさん館』

産業振興課主幹 小泉政敏

［臨時職員 金内・窪田］［協力隊 熊谷］

◎町営バス車庫（主任技手）秋山・川口（徹）［臨時運転手 辻］

◎津別消防署 署長 藤田 恭

物
品
庫

住
民
企
画
課

財
政

会
計
課
長

五
十
嵐
正
美

主査

平 河

主任技手

佐藤（勝）

金融機関

住民企画課主幹
松 木 幸 次

総務課主幹

安 瀬 雅 祥電
話
交
換

協
力
隊

山
田（
佳
）

総務課長

齊 藤 昭 一

住民企画課長

伊 藤 泰 広

住民企画課主幹

中 橋 正 典

主
事

稲

部

主
事

和
井
内

主
任

土
田（
慎
）
主
事

松
本（
和
）

主
査

郷

古

主
事

小
西（
駿
）

主
事

佐
藤（
佳
）

主
査

菅

原

主
事

迫
田（
春
）

主
査

今

西

主
査

山
田（
志
）

主
事

田

屋

主
事

佐
藤（
遥
）

主
任

宮

田

主
査榎

主
事

渡

部

主
任

佐
々
木

臨時職員

深 田

主事

山 下

臨時職員

金 野

住
民
企
画
課
主
幹

加

藤

端

陽

主
任

髙
橋（
洋
）

住民企画課参事

森 井 研 児

主事

松本（龍）

広報

←
林
業
研
修
会
館
２
階
へ

建設課長

石 川 篤

建設課主幹

石 川 勝 己

主
事

髙
橋（
凱
）

主
任

難

波

主査

山田（新）

臨
時
職
員

柏

葉

主査

斉藤（尚）

主任

田 島

道
路
・
車
両

水道

住宅

税務収納住民環境庶務管財行革

陰 隠 韻 吋 右 宇
烏

主
事

渡
邊
（
亜
）

主
事

大

川

陰 隠
宇

臨時職員

土田（康）

主
査

開

沼

主
事

上
原（
有
）

企画

協力隊

立 川

主
任
技
手

小
泉
（
樹
）

臨
時
職
員

長

瀬

主査

宮 脇

主
任
技
手

伊
藤
（
敏
）

主
事

竹

村

主
任

菊

池

主
任森

主
査

大
矢
根

主
査

松
木（
紀
）

総務課参事

篠 原 裕 佳

総
務
課

庁
舎
建
設
準
備

役 場 職 員 配 置 図

主
査

武

田

企
画

課・担当 課・担当

主
事

南

條



119番通報を受理

消防署です。火事ですか？ 救急ですか？

「火事（救急）です」

美幌町ですか？ 津別町ですか？

「津別町です」

名前と住所を教えて下さい。

「消防太郎という家です」「住所は、〇〇町〇番地です」

※隣の住宅名や近くの目標物をお聞きすることがあります。

何が燃えていますか？ 誰がどうしましたか？

「家が燃えています」「交通事故で怪我人がいます」など

逃げ遅れた人はいませんか？ 怪我人は何名で、怪我はどの程度ですか？

分かりました。消防車（救急車）がすぐに出動します。

※最後に通報者の氏名・電話番号をお聞きします。

通信指令室

通報者

通信指令室

通報者

通信指令室

通報者

通信指令室

通報者

通信指令室

問い合わせ先 津別消防署 緯7６－２１８９

◎１１９番通報を受理し、火事か救急か・発生場所・大まかな内容がわかればすぐに消防車（救急車）が出動

します。出動後に必要な情報をお聞きしますので、「いいから早く来て！」と言ったり途中で電話を切った

りせず、通信指令員の質問に最後まで落ち着いてお答えください。ご理解、ご協力をお願いします。

「火事や救急が発生した場合は緯７６－２１８９（津別消防署代表電話）ではなく119番へ

通報して下さい」。消防車や救急車の出動が早くなります。津別消防署で受理した場合、

通信指令室へ転送しなければならず、時間がかかってしまいます。

１１９番通報について

《通報する時には、次の内容を通報して下さい》

問い合わせ先 住民企画課 企画グループ 緯76－2151（内線215）

フレッシュ!津別町の新人さん特集!!
現在インターネットで公開中！ 町のHPをご覧ください

春は別れと出会いの季節。今回のタウンニュースつべつは、この春

から津別町で働き始めた新人さんを、一挙にご紹介します。津別町役場は5名、津別消防では3名、北見信

金1名、特別養護老人ホームいちいの園で1名、合計10名のフレッシュマンが登場します。4月

初旬に撮影された、彼らの働きたてのドキドキの表

情と意気込みをどうぞ！

《取材希望企業・飲食店・生産者募集!!詳しくは役場住民企画課まで》

この番組は、津別町の今を映像で定期的に発信（月1回）

することで、町民の町づくりへの参加促進、移住・定住の

促進、ふるさと納税の拡大を図り、町づくりの記録を残す

ことで、10年後20年後の町民への財産とします。完成し

た映像は、町のWebサイトに埋め込まれる他、道東テレ

ビでも公開いたします。

※この番組は、ふるさと納税の寄附金により制作しています。

職職員がレポ職員がレポーー
ターに挑ターに挑戦戦

複
合
庁
舎
建
設
等

ま
ち
な
か
再
生
基
本
計
画

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
実
施
し
ま
す

４
月

日
に
開
催
い
た
し
ま
し

27

た
複
合
庁
舎
建
設
等
ま
ち
な
か
再

生
基
本
計
画
策
定
に
係
る
「
第
２

回
住
民
懇
談
会
」
に
続
き
、
懇
談
会

に
出
ら
れ
な
か
っ
た
方
や
、
さ
ら

に
多
く
の
住
民
の
皆
様
の
意
見
を

反
映
さ
せ
る
機
会
を
作
る
た
め
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
い

た
し
ま
す
。

５
月
中
に
は
、
計
画
案
を
役
場

正
面
玄
関
ロ
ビ
ー
、
中
央
公
民
館

ロ
ビ
ー
、
さ
ん
さ
ん
館
に
閲
覧
が

出
来
る
よ
う
準
備
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
ご
意
見
募
集
用
紙
も
用

意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
閲
覧
さ

れ
た
後
、
ご
意
見
等
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
記
入
の
上
、
同
じ
場
所
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
提
出
箱
へ
投
書

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

回
収
い
た
し
ま
し
た
ご
意
見
は
、

検
討
の
上
、
そ
の
後
の
計
画
策
定

に
活
か
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

４
月
か
ら

庁
舎
建
設
準
備
グ
ル
ー
プ

が
設
置
さ
れ
ま
し
た

複
合
庁
舎
建
設
等
ま
ち
な
か
再

生
基
本
計
画
は
、
６
月
中
を
め
ど

に
完
了
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
が
、

今
後
は
同
時
並
行
し
て
、
複
合
庁

舎
部
分
の
建
設
構
想
を
練
り
上
げ

る
作
業
を
進
め
ま
す
。

そ
の
た
め
の
組
織
と
し
て
、
役

場
総
務
課
に
庁
舎
建
設
準
備
グ

ル
ー
プ
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
「
津
別
町
役
場
庁
舎

等
建
設
基
本
構
想
」
等
を
ま
と
め

る
作
業
を
行
う
と
同
時
に
、
実
際

に
庁
舎
等
の
設
計
に
関
す
る
諸
条

件
を
ま
と
め
た
「
仕
様
書
」
を
作

成
す
る
作
業
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
作
業
は
、
基
本
設
計

を
実
施
す
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
選

定
を
行
う
８
月
を
め
ど
に
完
了
さ

せ
る
予
定
で
す
。

基
本
構
想
策
定
の
際
に
、
構
想

案
を
審
議
し
て
い
た
だ
く
機
関
と

し
て
、
町
内
各
種
団
体
よ
り
推
薦

さ
れ
た
委
員

名
か
ら
な
る
「
津

12

別
町
庁
舎
等
建
設
審
議
会
」
を
設

置
し
ま
す
。

こ
の
審
議
会
で
は
、
役
場
内
組

織
で
あ
る
「
庁
舎
等
庁
内
検
討
委

員
会
」
で
検
討
さ
れ
た
構
想
案
を

審
議
し
、
適
宜
、
補
強
及
び
修
正

し
て
成
案
を
得
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
構
想
案
段
階
に
お
い
て

も
町
民
の
皆
様
の
意
見
を
い
た
だ

き
な
が
ら
策
定
作
業
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
会
社

設
立
準
備
会
が
発
足

町
で
は
、
ま
ち
な
か
の
再
生
や

に
ぎ
わ
い
の
創
出
の
鍵
と
な
る
組

織
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
会
社
を

今
年
度
末
に
設
立
さ
せ
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
の
準
備
段
階
と
し
て
、
３
月

末
に
（
仮
称
）
津
別
町
ま
ち
づ
く

り
会
社
設
立
準
備
会
が
発
足
い
た

し
ま
し
た
。

一
方
、（
仮
称
）
津
別
町
ま
ち
づ

く
り
会
社
の
統
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

最
終
選
考
と
し
て
公
開
審
査
会

（
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
と
面
接

に
よ
り
、
６
名
の
候
補
者
か
ら
最

終
的
に
１
名
を
優
先
的
交
渉
権
者

と
し
て
、
選
出
い
た
し
ま
す
。

今
後
は
、
そ
の
方
と
と
も
に
、

ま
ち
づ
く
り
会
社
の
事
業
展
開
や

運
営
に
関
す
る
方
針
を
確
認
し
、

設
立
準
備
会
と
委
託
契
約
を
結
ぶ

予
定
で
す
。

ま
た
、
契
約
後
の
統
括
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
着
任
時
期
で
す
が
、
早

け
れ
ば
５
月
中
に
も
、
津
別
町
に

て
業
務
を
始
め
る
予
定
で
す
。

同同
じじ
轍轍
は
踏
ま
な

は
踏
ま
な
いい

て
つ

よ
う
に
前

よ
う
に
前
へへ

昭
和

年
に
建
設
さ
れ

昭
和

年
に
建
設
さ
れ
たた
役役
場場

1616

庁
舎
が
手
狭
と
な
り
、
昭
和

庁
舎
が
手
狭
と
な
り
、
昭
和
3333

年
７
月
に
現
在
の
庁
舎
に
建

年
７
月
に
現
在
の
庁
舎
に
建
てて

替
え
ら
れ
ま
し
た

替
え
ら
れ
ま
し
た
。。

ま
た
、
同
年

月
に
は
、
公

ま
た
、
同
年

月
に
は
、
公
民民

1111

館
、
そ
の
前
年
に
は
消
防
庁

館
、
そ
の
前
年
に
は
消
防
庁
舎舎

が
完
成
し
て
お
り
、
３
つ
の

が
完
成
し
て
お
り
、
３
つ
の
建建

物
が
同
時
期
に
同
じ
敷
地
に

物
が
同
時
期
に
同
じ
敷
地
に
建建

設
さ
れ
ま
し
た

設
さ
れ
ま
し
た
。。

そ
の
後
、
消
防
庁
舎
は

年

そ
の
後
、
消
防
庁
舎
は

年
後後

1515

に
建
て
替
え
、
公
民
館
は

に
建
て
替
え
、
公
民
館
は

年年
1111

後
に
廃
止
、
中
央
公
民
館
と

後
に
廃
止
、
中
央
公
民
館
と
しし

て

年
後
に
建
て
替
え
ら
れ

て

年
後
に
建
て
替
え
ら
れ
まま

2424
し
た
し
た
。。

当
時
と
し
て
は
、
こ
れ
が
最

当
時
と
し
て
は
、
こ
れ
が
最
善善

だ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が

だ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、、

何
か
も
っ
た
い
な
い
気
も
い

何
か
も
っ
た
い
な
い
気
も
い
たた

し
ま
す

し
ま
す
。。

次
世
代
の
方
に
そ
う
思
わ
れ

次
世
代
の
方
に
そ
う
思
わ
れ
なな

い
、
先
見
を
持
っ
て
計
画
を

い
、
先
見
を
持
っ
て
計
画
を
作作

ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん

ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。。

▲

最
終
選
考
に
残
っ
た
６
名
の
提
案
書

問い合わせ先 住民企画課 地方創生推進グループ 緯76－2151（内線２４１） e-mail：tsubetsu.sousei@gmail.com

気
に
な
る
用
語
説
明
韻

【
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
】

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
経

由
し
、
不
特
定
多
数
の
人
々

か
ら
資
金
調
達
を
行
い
、
商

品
開
発
や
事
業
な
ど
を
達
成

す
る
仕
組
み
。

「
寄
付
型
」「
購
入
型
」「
投

資
型
」
な
ど
の
パ
タ
ー
ン
が

あ
り
、
近
年
で
は
自
治
体
が

行
う
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
い
う
形

態
も
あ
る
。

2
ご 新



６月１日より、木材工芸館改修工事に伴い

右記の期間で休館いたします。ご利用の皆様

にはたいへんご迷惑をおかけいたしますが、

ご理解とご協力をお願いいたします。

２０１９年春にリニューアルオープンの予定と

なっております。

工事期間

平成３０年６月１日～平成３１年３月３１日まで

休館期間

平成３０年６月１日～平成３１年４月中旬まで

問い合わせ先 産業振興課商工観光グループ

緯76－2151（内線315）

地地域担当連絡員制度地域担当連絡員制度のの
担当職員一部変更のお知ら担当職員一部変更のお知らせせ

松 橋 正 樹
議会・監査事務局長
緯76－2151内線265

幸町・本町

藤 田 恭
津別消防署長
緯76－2189

西町・東町

阿 部 勝 弘
教委生涯学習課主幹
緯76－2401（給食センター）

新町・旭町１

小 野 敏 明
産業振興課参事

緯76－2151内線262

旭町２・旭町３

加 藤 端 陽
住民企画課主幹

緯76－2151内線246

柏町・高台町

森 井 研 児
住民企画課参事

緯76－2151内線240

達美町・緑町１

千 葉 誠
保健福祉課主幹

緯76－2151内線313

緑町２・緑町３

小 野 淳 子
保健福祉課長

緯76－2151内線316

共和２・共和３

近 野 幸 彦
産業振興課主幹

緯76－2151内線256

共和４・豊永２

石 川 篤
建設課長

緯76－2151内線247

豊永３・豊永４

石 川 勝 己
建設課主幹

緯76－2151内線245

松 木 幸 次
住民企画課主幹

緯76－2151内線311

高台1・高台2・豊永1

藤 原 勝 美
教委生涯学習課長
緯76－2151内線270

下美都・上美都・上里

篠 原 裕 佳
総務課参事

緯76－2151内線284

共和1・恩根1・恩根中央

伊 藤 泰 広
住民企画課長

緯76－2151内線214

4月1日の人事異動に伴い、地域担当連絡員（職員）の配置が一部変更となりました。自治会単位で地域が抱える問

題や、制度などについて要望等がありましたら、担当職員にお電話ください。

地域担当連絡員制度についてのお問い合わせは、住民企画課主幹 中橋正典 緯76－2151（内線213）までご連絡ください。

東岡・活汲１・活汲３・活汲中央・岩富

中 橋 正 典
住民企画課主幹

緯76－2151内線213

東達美・達美・西達美・上最上・下最上

双葉・沼沢・本岐市街・本岐２・木樋・二又・大昭

五 十 嵐 正 美
会計課長

緯76－2151内線203

※広報の配布は、双葉地区…伊藤泰広、

大昭地区…齊藤昭一が担当します。

石 川 波 江
教委生涯学習課主幹
緯76－2713（中央公民館）

津別町が本年度に発注することが見込まれている建設工事について、「公共工事の入札及び契約の適正化

の促進に関する法律」第７条および同施行令第５条の規定に基づき、下記のとおり公表します。

問い合わせ先 建設課 緯76－2151

入札方法発注予定時期概 要種 別場 所工 事 の名 称

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

上里地区導水管更新工事

給湯ボイラー取替工事

町道２２号線外１路線改良舗装工事

町道区画線設置工事

屋根塗装工事

木材工芸館改修工事

木材工芸館外構工事

橋梁長寿命化補修工事

既設防火水槽撤去工事

本岐団地建設工事

マンホールポンプ所改築更新工事

クマヤキハウス建設工事

町営住宅解体工事

町道３５０号線舗装補修工事

町道２０２号線法面復旧工事

相生総合交流ターミナル外構整備工事

町道２０１号線道路側溝改修工事

運動広場野球場改修工事

水道施設電気計装設備改築更新工事

電気計装設備更新工事

開基紀念之碑移設工事

森の健康館揚湯ポンプ更新工事

個別排水処理浄化槽設置工事

上里

達美

柏町・旭町

町内一円

相生

共和

共和

活汲ほか

旭町

本岐

共和

相生

高台

最上

高台

相生

活汲

共和

相生

達美

活汲

上里

町内

水道施設

建築

土木

区画線

建築

建築

土木

土木

土木

建築

機械

建築

建築

舗装

土木

土木

土木

土木

電気

電気

建築

さく井

浄化槽

DCIPφ150・200亜 L=3000斡

たつみ第2団地12戸の給湯ﾎ゙ｲﾗーの交換修繕

L=202斡 W=5.5斡

区画線塗替え

相生総合交流ﾀーﾐﾅﾙの屋根塗装工事

木材工芸館の内部改修工事

親水施設ほか

活栄橋ほか

防火水槽撤去１基

本岐団地1棟1戸の建設工事

マンホールポンプ機械・電気設備N=2箇所

クマヤキハウス1棟1戸の建設工事

高栄団地6棟24戸の解体工事

L=950斡 W=6.5斡

法面復旧L=60斡

舗装整備 A=890愛

U600 L=116斡

ベンチ、フェンス、防護クッション補修

テレメータ更新

薬品濃度計、PH計更新

開基紀念之碑の移設

温泉ポンプ更新一式

N=4箇所

5月中旬

5月下旬

5月下旬

5月下旬

5月下旬

5月下旬

5月下旬

6月中旬

6月中旬

6月下旬

6月下旬

6月下旬

7月上旬

7月上旬

7月下旬

7月下旬

8月上旬

8月上旬

9月上旬

9月上旬

9月上旬

10月上旬

随時

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

横 山 智
産業振興課長

緯76－2151内線257

《平成３０年度 調理師試験のお知らせ》
試験日時 ８月22日（水）

午後１時30分～午後４時

試 験 地 北見市（試験会場は、出願者へ送付する

受験票により通知する）

試験科目及び試験方法

食文化概論、公衆衛生学、栄養学、食品学、食品

衛生学及び調理理論について筆記試験を実施する。

受験資格

学校教育法第57条に規定する者（高等学校入学資

格）で、多数人に対して飲食物を調理して提供す

る施設又は飲食店営業等において平成30年５月

25日までに２年以上調理の業務に従事した者

願書提出先 北見保健所

受 付 期 間 ５月14日（月）～５月25日（金）

受験手数料 北海道収入証紙 6,900円

合 格 発 表 １０月１１日（木） 午前９時から

問い合わせ先

北見保健所企画総務課企画係 緯0157－24－4173

布川・相生中央・相生2

齊 藤 昭 一
総務課長

緯76－2151内線206

安 瀬 雅 祥
総務課主幹

緯76－2151内線207

木材工芸館休館のお知らせ



３
月

日
、
町
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

28

プ
・
折
り
づ
る
会
（
林
洋
子
代
表
）
か
ら
教
育
委

員
会
に
、
ひ
ま
わ
り
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
手
づ
く

り
の
交
通
安
全
マ
ス
コ
ッ
ト
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
４
月
３
日
に
は
津
別
町
交
通
安
全
協
会

（
柳
瀬
輝
彦
会
長
）
か
ら
黄
色
い
ラ
ン
ド
セ
ル
カ

バ
ー
や
、
交
通
安
全
標
語
が
印
刷
さ
れ
た
あ
い
う

え
お
表
な
ど
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
安
全
な
通
学
を
願
う
こ
れ
ら
の

品
は
、
津
別
小
学
校
の
新
一
年
生
全
員
に
贈
ら
れ

ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
つ
べ
つ
（
山
下
邦
昭
代
表
理

事
組
合
長
）
か
ら
教
育
委
員
会
に
、

小
学
校
高
学
年
向
け
の
補
助
教
材
が

寄
贈
さ
れ
、
３
月

日
、
教
育
長
室

22

で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

寄
贈
さ
れ
た
教
材
『
農
業
と
わ
た
し

た
ち
の
く
ら
し
』
は
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク

が
平
成

年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る

20

「
食
農
教
育
応
援
事
業
」
の
一
環
で
、

子
ど
も
た
ち
に
食
・
環
境
等
と
農
業

の
つ
な
が
り
を
意
識
し
、
農
業
へ
の

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
、
毎
年
発
行
し
て
い
る
も
の
で
す
。

年
目
を
迎
え
る
食
農
教
育
応
援
事
業

１１Ｊ
Ａ
つ
べ
つ
か
ら
小
学
校
に
補
助
教
材
寄
贈

▲

交
通
安
全
協
会
・
柳

瀬
会
長
（
右
）
と
宮
管

教
育
長

建
設
会
社
等
が
加
盟
す
る
団
体
、
建
設
産
業
交

通
安
全
推
進
網
走
地
方
本
部
美
幌
支
部
（
支
部
長

代
理
・
中
村
光
一
津
別
建
設
代
表
取
締
役
）
か
ら

教
育
委
員
会
に
、
交
通
安
全
旗

枚
の
寄
贈
が
あ

80

り
、
４
月

日
、
教
育
長
室
で
贈
呈
式
が
行
わ
れ

10

ま
し
た
。

黄
色
地
に
エ
ゾ
鹿
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
イ
ラ
ス

ト
を
あ
し
ら
っ
た
大
型
の
旗
は
、
小
・
中
学
校
周

辺
の
道
路
に
掲
げ
ら
れ
、
児
童
、
生
徒
の
交
通
安

全
意
識
高
揚
や
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
注
意
喚
起
な
ど

に
役
立
て
ら
れ

ま
す
。

学
校
周
辺
の

交
通
安
全
旗
は
、

春
・
秋
の
全
国

交
通
安
全
運
動

期
間
に
合
わ
せ

て
、
４
月
と
９

月
に
新
し
い
も

の
と
交
換
し
て

い
ま
す
。

通
学
路
で
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
注
意
喚
起

建
設
産
業
団
体
が
交
通
安
全
旗
を
寄
贈

葛
中
村
支
部
長
代
理（
右
）
と

宮
管
教
育
長

よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
！

１９７２年生まれ。津別町⇒東京都⇒
津別町のUターン組。

熊熊谷美由熊谷美由紀紀

３
月
１
日
よ
り
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
津
別
観
光

協
会
の
事
務
局
員
に
着
任
し

『
さ
ん
さ
ん
館
』
に
勤
務
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
進
学

と
就
職
の
た
め
約

年
東
京

２５

で
生
活
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

父
の
病
気
を
き
っ
か
け
に
昨

年
の
９
月
に
生
ま
れ
育
っ
た

津
別
町
に
戻
っ
て
参
り
ま
し

た
。観

光
協
会
に
着
任
と
い
う

事
も
あ
り
、
観
光
の
視
点
か

ら
あ
ら
た
め
て
津
別
の
魅
力

を
探
っ
て
お
り
ま
す
。
小
さ

い
頃
探
検
し
た
場
所
、
好
き

だ
っ
た
景
色
な
ど
思
い
出
し

て
い
ま
す
。
お
す
す
め
し
た

い
景
色
な
ど
秘
密
の
場
所
を

お
持
ち
の
方
、
ご
一
報
お
願

い
し
ま
す
。

久
々
の
北
海
道
暮
ら
し
で

休
日
は
津
別
、
近
隣
市
町
村

の
観
光
を
楽
し
ん
で
お
り
ま

す
。
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て

の
山
々
の
緑
が
大
好
き
な
の

で
待
ち
遠
し
い
で
す
。
津
別

峠
開
き
も
あ
り
ま
す
し
い
ろ

い
ろ
と
楽
し
み
で
す
。

津
別
で
は
初
の
U
タ
ー
ン

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
な
り

ま
す
。
少
し
で
も
何
か
町
の

た
め
に
貢
献
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
町
の
皆

様
に
は
ご
指
導
、
助
言
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

３
月
下
旬
に
行
わ
れ
た
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
中
学

全
国
大
会
で
健
闘
し
た
、
津
別
中
学
校
３
年
の
荒

川
裕
貴
君
が
、
４
月

日
、
町
長
室
を
訪
れ
帰
町

１２

報
告
し
ま
し
た
。

荒
川
君
は
、
３
月

日
か
ら
三
重
県
で
開
催
さ

２６

れ
た
『
第

回
都
道
府
県
対
抗
全
日
本
中
学
生
ソ

２９

フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
』
に
出
場
し
、
男
子
シ
ン
グ
ル

ス
で
ベ
ス
ト

の
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

16

ま
た
、
３
月

日
か
ら
岐
阜
県
で
開
催
さ
れ
た

２９

『
第

回
Ｙ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｃ
Ｕ
Ｐ
全
国
中
学
校
選

15

抜
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
』
に
、
北
海
道
選
抜
チ
ー

ム
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
出
場
し
、
予
選
リ
ー
グ
で

ブ
ロ
ッ
ク
3
位
。
ブ
ロ
ッ
ク
３
位
の
チ
ー
ム
同
士

で
争
う
決
勝
リ
ー
グ
・
３
位
リ
ー
グ
で
は
2
位
と

奮
闘
し
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
全
国
大
会
で
ベ
ス
ト
１６

津
別
中
学
校
の
荒
川
裕
貴
君
が
帰
町
報
告▲（左から）佐藤町長、荒川君、宮管教育長

４
月

日
、
平
成

年
度
津
別
町
交
通
安
全
推
進

11

30

町
民
大
会
（
主
催

津
別
町
交
通
安
全
推
進
委
員
会
）

が
、
町
民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
宣
言
の
後
、
交
通
事
故
犠
牲
者
へ
の
黙
祷
が

行
わ
れ
、
今
年
２
月
に
町
内
で
死
亡
事
故
が
発
生
し
、

尊
い
命
が
失
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
参
加
者
は
死
亡

交
通
事
故
ゼ
ロ
へ
の
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

『
第

回
交
通
安
全
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
』
の
表
彰
式

26

で
は
、
小
学
生
の
部
・
最
優
秀
賞
「
信
号
は

み
ん

な
の
た
め
の

命
づ
な
」（
津
別
小
学
校
５
年

藤
田

梨
音
さ
ん
）、
中
学
生
の
部
・
最
優
秀
賞
「
そ
の
違
反

小
さ
な
瞳
が

見
つ
め
て
る
」（
津
別
中
学
校
１
年

坂
来
凱
さ
ん
）、
高
校
生
の
部
・
最
優
秀
賞
「
譲
り
合

い

そ
こ
か
ら
繋
が
る

地
域
の
輪
」（
津
別
高
校
２

年

渡
邊
直
弥
さ
ん
）
な
ど
、
入
賞
者
に
佐
藤
町
長
か

ら
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
（
※
学
年
は
い
ず
れ

も
平
成

年
度
時
点
の
も
の
）。

29

続
い
て
、
主
催
者
・
来
賓
の
挨
拶
、
交
通
死
亡
事

故
ゼ
ロ
日
運
動
の

確
認
等
が
あ
り
、
美

幌
警
察
署
地
域
交

通
課
長
に
よ
る
交

通
安
全
講
話
で
大

会
を
終
え
ま
し
た
。

目
指
せ
交
通
事
故
の
な
い
安
全
で
安
心
な
社
会

交
通
安
全
推
進
町
民
大
会
を
開
催

▲

交
通
安
全
推
進
町
民
大
会
の

様
子

葛

交
通
安
全
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

表
彰
式

新
入
学
児
童
の
安
全
な
通
学
を
願
い

マ
ス
コ
ッ
ト
、ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
寄
贈

▲

折
り
づ
る
会
の
皆
さ
ん

と
宮
管
教
育
長

▲

宮
管
教
育
長（
左
）
と
山
下
組
合
長

４
月
１
日
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
と
し
て
、
千
葉
県
千
葉
市
よ

り
杉
本
あ
ず
さ
さ
ん
が
着
任
し
、

佐
藤
町
長
よ
り
辞
令
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

杉
本
さ
ん
は
、
株
式
会
社
び
ー

と
に
お
い
て
、
障
が
い
を
持
つ
方

の
特
性
に
応
じ
て
働
く
場
な
ど

を
提
供
す
る
、「
地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
」
の
立
ち
上
げ
に
携
わ

り
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
杉
本
さ
ん
に
辞
令
交
付

※
「

地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
と
は
、
総
務
省
の
事
業
で
首
都
圏
等
か
ら
地
方
へ

移
住
し
、
生
活
支
援
や
地
域
活
動
に
協
力
し
、
将
来
は
地
域
で
就
業
ま
た
は
起
業

す
る
こ
と
で
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
も
の
で
す
。

▲佐藤町長から辞令の交付を受ける杉本さん



こ
の
４
月
か
ら
津
別
町
役
場
に
勤

め
て
い
る
、
新
人
職
員
の
佐
藤
遥
人
さ

ん
。
総
務
課
庶
務
グ
ル
ー
プ
に
所
属

し
、
職
員
の
福
利
厚
生
事
務
や
郵
送
物

の
対
応
な
ど
庶
務
業
務
全
般
を
担
当

し
て
い
ま
す
。

網
走
市
出
身
の
佐
藤
さ
ん
は
、
網
走

南
ヶ
丘
高
等
学
校
か
ら
北
見
工
業
大

学
に
進
学
し
、
機
械
工
学
を
専
攻
し
ま

す
。
大
学
卒
業
後
の
進
路
と
し
て
地

方
公
務
員
を
志
望
す
る
中
で
、
自
然
豊

か
で
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
恵
ま
れ
た

津
別
町
に
魅
力
を
感
じ
て
、
町
職
員
に

応
募
し
ま
し
た
。

自
ら
を
前
向
き
で
楽
観
的
な
性
格

と
い
う
佐
藤
さ
ん
。「
町
の
将
来
を
思

い
描
き
な
が
ら
、
仕
事
に
取
り
組
み
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
町
民
の
方
か

ら
自
分
が
い
て
良
か
っ
た
、
と
思
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
職
員
に
な
る
こ

と
が
目
標
で
す
」
と
、
仕
事
へ
の
意
気

込
み
を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

趣
味
が
自
転
車
、
釣
り
、
写
真
と
い

う
ア
ウ
ト
ド
ア
派
で
、
大
学
時
代
に
は

自
転
車
ツ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る
北
海
道

一
周
に
挑
戦
。
海
岸
線
沿
い
を
中
心

に
、
２
８
０
０
キ
ロ
を

日
間
か
け
て

２６

走
破
し
た
そ
う
で
す
。

佐
藤

遥
人

さ
ん

さとう はるとさん／平成５年１月生まれ、津別町

役場勤務

自
転
車
ツ
ー
リ
ン
グ
や
釣
り
が
趣
味
の
ア
ウ
ト
ド
ア
派

食事でストレス対策を！

野菜を食べよう、1日350ｇ！

野菜を知ろう：今月も山菜です。カロテンが

多いので緑黄色野菜です。根茎から取れる

でんぷんの粉で餅が作られます。アクが強いのでアク

抜きをします。カロテンのほかにビタミンＢ２、ビタ

ミンＣ、カリウム、葉酸、食物繊維が多く含まれます。

この野菜は？ ※答えは７ページの下にあります。

４月から新しい環境になった方も

多いのではないでしょうか？

自分が思っている以上に身体はス

トレスを感じているものです。

ストレスを解消する栄養素と多く含む食品は…

必須アミノ酸（トリプトファン）…肉類、大豆、卵など

ビタミンＢ１…肉、魚など

ビタミンＡ…レバー、うなぎ、緑黄色野菜など

ビタミンＣ…果物、緑黄色野菜など

ビタミンＥ…ナッツ、お茶、植物油など

つまりはバランス良く食べることが大切です。また、

夏に向けて水分補給をするように意識していきましょう。

「
こ
の
度
の
受
章
は
、
感
激
い
た

し
ま
し
た
」
と
喜
び
を
語
る
小
澤
實

さ
ん
。
昭
和

年
か
ら
平
成

年

５６

１３

ま
で
、
５
期

年
に
わ
た
り
町
議
会

20

議
員
を
務
め
、
永
く
地
方
自
治
の
振

興
と
地
域
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
平
成

年
高
齢
者
叙
勲

３０

の
旭
日
単
光
章
を
受
章
し
、
２
月
２７

日
、
佐
藤
町
長
か
ら
勲
記
並
び
に
勲

章
の
伝
達
を
受
け
ま
し
た
。

幼
い
こ
ろ
一
家
で
大
昭
に
入
植

し
た
小
澤
さ
ん
は
、
本
岐
尋
常
小
学

校
か
ら
同
高
等
小
学
校
に
進
み
、
郵

便
配
達
の
仕
事
を
し
な
が
ら
２
年

間
の
課
程
を
修
了
。
卒
業
後
は
９

人
兄
弟
の
長
男
と
し
て
、
家
業
の
畑

仕
事
に
汗
を
流
し
ま
す
。「
昭
和
40

年
ご
ろ
ま
で
は
、
農
作
業
や
木
材
の

集
材
は
馬
が
主
役
で
、
う
ち
で
も
２

頭
の
農
耕
馬
を
飼
っ
て
い
ま
し
た
。

街
に
出
る
と
き
は
、
馬
車
や
馬
そ
り

に
乗
っ
て
行
っ
た
も
の
で
す
」
と
、

当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

麦
や
馬
鈴
薯
な
ど
を
栽
培
し
な

が
ら
徐
々
に
耕
作
面
積
を
広
げ
て
、

家
業
の
繁
栄
に
奮
闘
す
る
一
方
、
知

人
と
共
同
で
町
内
の
山
林
を
取
得

し
、
林
業
に
も
積
極
的
に
乗
り
出
し

ま
す
。
昭
和

年
に
は
模
範
的
な

５３

森
林
施
業
技
術
を
有
し
て
い
る
と

し
て
、
北
海
道
か
ら
指
導
林
家
の
認

定
を
受
け
ま
し
た
。
当
時
、
町
内
で

同
認
定
を
受
け
て
い
た
の
は
小
澤

さ
ん
を
含
め
て
二
人
だ
け
で
、
そ
の

山
づ
く
り
の
知
識
や
技
術
を
地
域

に
広
め
、
愛
林
の
ま
ち
つ
べ
つ
の
林

業
の
発
展
に
大
い
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

農
協
の
役
員
を
経
て
、

歳
で
町

５２

議
に
初
当
選
し
た
小
澤
さ
ん
は
、
各

種
常
任
委
員
会
、
特
別
委
員
会
の
委

員
長
な
ど
を
歴
任
し
、
町
の
振
興
に

尽
力
。
ま
た
、
本
岐
老
人
ク
ラ
ブ
の

会
長
を
永
く
務
め
、
い
き
い
き
サ
ロ

ン
の
開
設
に
協
力
す
る
な
ど
、
地
域

の
世
話
人
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。

米
寿
を
迎
え
た
今
も
、
息
子
さ
ん

を
手
伝
っ
て
畑
に
出
て
い
る
と
い

う
小
澤
さ
ん
。
好
き
な
カ
ラ
オ
ケ

で
は
、
北
島
三
郎
の
歌
を
熱
唱
す
る

こ
と
が
多
い
そ
う
で
す
。

町
の
税
金
は
、
北
見
信
用
金
庫
（
役
場
派
出
所
、

本
店
及
び
各
支
店
）、
網
走
信
用
金
庫
、
津
別
町

農
業
協
同
組
合
、
北
洋
銀
行
、
北
海
道
内
の
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）
で
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

『
日
中
は
仕
事
で
金
融
機
関
に
行
く
こ
と
が
で

き
な
い
』、『
納
付
を
忘
れ
て
し
ま
う
』
等
の
方
は
、

口
座
振
替
制
度
の
ご
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
金
融
機
関
の
預
金
口

座
か
ら
振
替
に
よ
っ
て
納
税
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
か
ら
、
金
融
機
関
に
行
く
手
間
が
少
な
く
、

ま
た
、
納
付
を
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
な
く
大
変

便
利
で
す
。

手
続
き
は
、
口
座
振
替
を
す
る
口
座
の
印
鑑
、

預
金
通
帳
と
納
税
通
知
書
を
持
参
し
て
町
の
税

金
を
納
め
る
こ
と
の
で
き
る
金
融
機
関
で
手
続

き
を
し
て
下
さ
い
。
振
替
口
座
の
変
更
が
な
け

れ
ば
、
毎
年
手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
口
座
振
替
の
手
続
き
を
さ
れ
た
日
に

よ
っ
て
は
、
直
後
の
納
期
限
に
間
に
合
わ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
手
続
き
の
際
に
は
金
融
機

関
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

町
税
の
納
付
は
口
座
振
替

制
度
の
ご
利
用
を

おざわ みのるさん／昭和４年12月、佐呂間町生まれ

／ 88歳／大昭在住

さ
ん

小
澤

實

町
議
会
議
員
を

５
期

年
２０

【481】

問い合わせ先 住民企画課 緯76－２１５１ 税務担当（内線２２０、２２１）、収納担当（内線218）

５
月
は
「
固
定
資
産
税
」
第
１
期
と

「
軽
自
動
車
税
」
の
納
付
月
で
す
。

納
期
限
は
平
成

年
５
月

日
（
木
）
で
す
。

30

３１

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
引
落
口
座

の
残
高
の
ご
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

夏の野菜でクッキング！
夏野菜を使った料理教室を開催しま

す。一緒に作って、試食しませんか？

日 時 ６月１日（金） 18：30～20：00

場 所 町民会館 調理室

参加費 無料 申込期限 5月25日まで

定 員 １６名 ※18歳以上の住民の方対象です。

問い合わせ・申し込み先

保健福祉課健康医療グループ 緯76－2151（内線231）

「献血」にご協力をお願いします

問い合わせ先 保健福祉課健康医療グループ

緯７６－２１５１（内線2３1）

け
ん
け
つ
ち
ゃ
ん

（
北
海
道
バ
ー
ジ
ョ
ン
）

15：30～16：3013：00～15：009：30～11：30
月 日

津別高校前役場議事堂前

13：30～16：309：30～12：00
月 日

丸玉木材前（達美工場）役場議事堂前

平平成３０年度は、献血車が５日間来平成３０年度は、献血車が５日間来町町します。します。

ぜひ、皆さまのご協力をお願いしますぜひ、皆さまのご協力をお願いします。。

《５月の献血車来町日程》



人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
、
地
域
住
民
の
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
、
内
容
は
離
婚
相
談
な
ど
家

庭
内
の
問
題
や
、
借
地
借
家
の
問

題
、
隣
近
所
の
も
め
ご
と
な
ど
幅

広
く
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
に
ち
な

ん
で
、
特
設
な
ん
で
も
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

日

時
６
月
１
日
（
金
）

午
後
１
時
～
４
時

会

場
林
業
研
修
会
館
（
役
場
隣
）

１
階

図
書
室

〈
津
別
町
の
人
権
擁
護
委
員
〉

修
田
建
惠

鷹
觜
と
し
子

布
瀬
勝
明

問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課
住
民
環
境
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１（
内
線
２
１
６
）

76
５
月

日
か
ら
の
１
週
間
は
、

１２

活
動
強
化
週
間
と
し
て
、
地
域
の

訪
問
活
動
や
声
か
け
運
動
を
行

い
ま
す
。
今
後
と
も
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
活
動
へ
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課

介
護
福
祉
グ
ル
ー
プ
福
祉
担
当

緯

室
２
１
５
１（
内
線
２
７
７
）

76

平
成

年
度
の
北
海
道
心
身
障

30

が
い
者
総
合
相
談
所
の
巡
回
相
談

が
行
わ
れ
ま
す
。

通
常
は
札
幌
の
相
談
所
で
し
か

行
わ
れ
ま
せ
ん
が
、
近
隣
で
相
談

で
き
る
貴
重
な
機
会
に
な
り
ま
す

の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
、
6
月

日
（
金
）
ま
で
に
役
場
の
福
祉

15担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

相
談
対
象
者

臼

歳
以
上
の
身
体
障
が
い
者
で
、

１８電
動
車
い
す
等
の
直
接
判
定
を

要
す
る
補
装
具
の
交
付
を
希
望

す
る
方

渦

歳
以
上
の
知
的
障
が
い
者
で
、

１８療
育
手
帳
の
新
規
又
は
再
判
定

を
希
望
す
る
方

嘘
そ
の
他
、
専
門
的
判
定
を
必
要

と
す
る
方

開
催
月
日
及
び
会
場

・
７
月

日（
火
）・
８
月
１
日（
水
）

３１

網
走
市
総
合
福
祉
会
館

・
８
月
２
日
（
木
）

紋
別
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
次
回
開
催
予
定

月

日（
火
）・

月

日（
水
）

１０

３０

１０

３１

北
見
市
総
合
福
祉
会
館

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課

介
護
福
祉
グ
ル
ー
プ
福
祉
担
当

緯

室
２
１
５
１（
内
線
２
３
４
）

７６

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者

手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
等
を
お
持
ち
の

方
な
ど
（
障
が
い
の
あ
る
方
と
生
計

を
一
に
す
る
方
を
含
み
ま
す
）
が
所

有
す
る
軽
自
動
車
等
で
必
要
と
認

め
ら
れ
る
も
の（
一
台
に
限
り
ま
す
）

や
、
そ
の
構
造
が
身
体
障
が
い
者
等

の
利
用
の
た
め
の
軽
自
動
車
等
は
、

申
請
に
よ
り
軽
自
動
車
税
が
減
免

さ
れ
ま
す
。

申
請
手
続
き
に
は
身
体
障
害
者

手
帳
等
、
運
転
免
許
証
、
送
付
さ

れ
た
納
税
通
知
書
、
印
鑑
を
持
参

し
て
役
場
税
務
担
当
（
⑥
番
窓
口
）

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

減
免
申
請
期
限

平
成

年
５
月

日（
水
）ま
で

30

３０

問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課
税
務
担
当

緯

室
２
１
５
１

76

（
内
線
２
２
０
・
２
２
１
）

釧
路
弁
護
士
会
に
よ
る
無
料
法

律
相
談
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、

こ
の
機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
相
談
は
予
約
制
と
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
電
話
に
て

予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
事
前
に
相
談
内
容
を
把
握
す
る

た
め
、
お
申
し
込
み
の
際
に
大
ま

か
な
内
容
を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

日

時
５
月

日（
金
）

１８

午
後
１
時
～
４
時

（
お
一
人

分
程
度
）

３０

会

場
林
業
研
修
会
館（
役
場
隣
）

２
階

研
修
室

相
談
員

弁
護
士

櫻
井

健
太
郎

予
約
締
切

５
月

日（
水
）

１６

※
定
員
６
名

先
着
順

予
約
先

と
も
ざ
わ
法
律
事
務
所

緯
０
１
５
７
室

室
９
７
７
７

３２

毎
年
５
月
は
全
国
一
斉
の
「
消

費
者
月
間
」
で
す
。
平
成

年
度

３０

全
国
統
一
テ
ー
マ
は
「
と
も
に
築
こ

う

豊
か
な
社
会
～
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
～
」。

現
在
、
悪
徳
商
法
や
詐
欺
、
食

の
安
全
を
脅
か
す
よ
う
な
事
件
や

事
故
な
ど
の
様
々
な
消
費
生
活
ト

ラ
ブ
ル
が
私
た
ち
の
身
近
に
た
く
さ

ん
お
こ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
、

消
費
者
月
間
を
機
会
に
改
め
て
消

費
生
活
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

期

間
５
月

日（
金
）～

11

５
月

日（
木
）

31

場

所
多
目
的
活
動
セ
ン
タ
ー

「
さ
ん
さ
ん
館
」
※
水
曜
日
休
館

内

容

・
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布

・
消
費
者
被
害
防
止
パ
ネ
ル
展
示

問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課
商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１（
内
線
２
５
８
）

７６

こ
ん
な
ハ
ガ
キ
や

メ
ー
ル
は
詐
欺
で
す
！

警察では５月11日から20日までの10日間「春の地

域安全運動」を実施し、自治体や防犯協会、事業者、防

犯ボランティアなどの地域住民の方々と連携し、犯罪

のない安全で安心して暮らせる地域づくりを目指します。

美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については、各防犯協会又は警察署にお問い合わせください。

春の地域安全運動
『みんなで築こう、安全で安心な大地』

５
月

日
（
火
）
か
ら

日

１５

２４

（
木
）
は
春
の
行
楽
期
の
交
通
安

全
運
動
期
間
で
す
。

こ
の
時
期
は
、
観
光
レ
ジ
ャ
ー

な
ど
車
を
利
用
し
て
出
か
け
る

機
会
が
増
え
、
ま
た
、
産
業
が
活

発
に
な
る
時
期
で
も
あ
り
、
交
通

量
の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
雪
解
け
に
よ
り
、
二
輪

車
や
自
転
車
が
増
え
る
な
ど
、
交

通
事
故
の
多
発
が
懸
念
さ
れ
、
歩

行
者
、
運
転
者
と
も
に
、
十
分
な

安
全
意
識
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

４
つ
の
重
点
事
項
を
確
認
し
、

安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

と
歩
行
者
の
交
通
事
故
防
止

○
観
光
・
行
楽
に
伴
う
交
通
事
故

防
止

○
後
部
座
席
を
含
む
全
て
の
座

席
で
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
確
実
な
着

用
○
飲
酒
運
転
の
根
絶

５
月
は
「
春
の
行
楽
期
の

交
通
安
全
運
動
」
期
間
で
す

住民企画課

住民環境

グループ

「
消
費
者
月
間
」
の

啓
発
活
動
を
行
い
ま
す

「
平
成

年
度
春
の
す
ず
ら

30

ん
法
律
相
談
」
の
ご
案
内

身
体
障
が
い
者
等
の
軽
自
動

車
税
の
減
免
申
請
に
つ
い
て

無
料
点
検
に
応
じ
た
ら
…

高
額
な
請
求
が
き
た
排
水
管
工
事
！

産業振興課
商工観光
グループ
緯76－2151
（内線258）

「
無
料
で
排
水
管
の
点
検
を
す

る
」
と
業
者
が
訪
ね
て
き
た
。

「
詰
ま
っ
て
い
る
の
で
洗
浄
が
必

要
」
と
言
わ
れ
工
事
を
頼
ん
だ
。

当
日
、
配
水
管
の
一
部
が

割
れ
隣
の
家
ま
で
水
が
漏
れ

て
い
る
と
写
真
を
見
せ
ら
れ
、

「
先
に
別
の
工
事
を
し
た
方

が
い
い
。

万
円
を

万
円

５０

３０

に
す
る
」
と
言
わ
れ
、
隣
に

迷
惑
を
か
け
ら
れ
な
い
と
思

い
契
約
し
て
し
ま
っ
た
。

点
検
を
理
由
に
各
家
庭
を
訪

問
し
、
点
検
後
に
不
安
を
あ
お
り

必
要
の
な
い
工
事
な
ど
の
契
約

を
結
ば
せ
る
手
口
で
す
。
一
度

契
約
す
る
と
、
別
の
契
約
を
迫
ら

れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
必

要
な
い
場
合
は
き
っ
ぱ
り
断
り

ま
し
ょ
う
。

契
約
後
、
工
事
完
了
後
で

も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
や
契

約
の
取
り
消
し
等
が
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
困
っ
た

と
き
は
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

玄
関
先
に
「
訪
問
販
売
お
断

り
」
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
る
こ

と
も
有
効
で
す
。

◎
美
幌
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

緯
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

室
０
３
６
６
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月
～
金
曜
日
（
祝
祭
日
を
除
く
）

午
前

時
～
午
後
４
時

10

A Q

７～１２ヶ月児の保護者を対象にした離

乳食教室を開催します。教室内容は離乳食

の進め方と試食などです。気軽に参加して

みませんか？

日 時 ５月15日（火）

午前９時～１１時

内 容 講話と調理実習

場 所 町民会館 １階和室、調理研修室

持ち物 エプロン、持っている方はお子さ

ん用のスプーン、エプロン、おん

ぶひも、お子さん用のおもちゃ

参加費 無料

申込締切 ５月９日（水）※参加人数が少な

い場合は、教室を中止する場合があります。

申し込み・問い合わせ先

保健福祉課健康医療グループ

緯76－2151（内線231）

北
海
道
心
身
障
が
い
者
総
合

相
談
所
の
巡
回
相
談
を
実
施

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

企画グループ 緯76－2151

FAX76－2976

※６ページ「食善食語・野菜を知ろう」の答えは「わらび」でした。

離乳食教室に参加しませんか？

５
月

日
は
「
民
生
委
員
・

１２

児
童
委
員
の
日
」
で
す

人
権
擁
護
委
員
の
日
「
特
設

な
ん
で
も
相
談
所
」
を
開
設

〈メール〉
有料動画の未納料金

が発生しています。

本日中にご連絡なき

場合、法的手続きに移行

します。

受付センター

緯03- ‐

〈ハガキ〉
消費料金に関する訴訟

最終告知のお知らせ

貴方の利用されていた

契約会社から契約不履行

による民事訴訟として、

訴状が提出されました…

取り下げの問い合わせは

緯03- ‐

道では、住民の皆様により良い医療を

提供するため、北海道立北見病院の運営

を日本赤十字社に委任しました。

隣接する北見赤十字病院との一体的な

運営により、これからも、オホーツク圏

唯一の心臓血管外科をはじめ、循環器・呼

吸器疾患の高度専門医療を提供してまい

ります。

指定管理者制度とは？

道立病院など公の施設の管理運営を

指定管理者に委任する制度です。

問い合わせ先 北海道道立病院局

経営改革課経営推進グループ

緯011－231－4111（内線25－873）

北海道立北見病院は平成３０
年４月１日から指定管理者制
度を導入しました



ゴールデンウィークの各病院(医院)診療日程
※
○
＝
全
日
診
療

、△
＝
午
前
診
療

、×
＝
休
診

、

当
番
＝
在
宅
当
番
病
院

、救
急
＝
救
急
病
院

《
火
入
れ
に
つ
い
て
》

・
森
林
法
に
基
づ
く
火
入
れ
は
、
６
月

日
ま
で
許
可
さ
れ
ま
せ
ん
。

30
・
ゴ
ミ
焼
き
は
、
法
律
に
よ
り
実
施
で

き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

・
畑
の
野
焼
き
は
、
法
律
に
定
め
ら
れ

て
い
る
農
家
で
の
ア
ス
パ
ラ
の
殻

な
ど
農
作
物
の
残
り
物
を
焼
却
す

る
こ
と
以
外
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

《
火
入
れ
の
許
可
》

・
火
入
れ
や
野
焼
き
を
す
る
場
合
は
、

許
可
が
必
要
で
す
。
実
施
日
の
２

日
前
ま
で
に
町
長
に
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

（
役
場
林
政
担
当

緯

室
２
１
５
１
）

76

ま
た
、
火
を
扱
う
場
所
の
そ
ば
に

森
林
が
あ
る
場
合
の
届
出
に
際
し
て

は
、
そ
の
森
林
所
有
者
（
国
有
林
・
道

有
林
・
個
人
な
ど
）
の
承
認
を
得
て
く

だ
さ
い
。

《
入
林
の
手
続
き
》

山
菜
採
り
な
ど
で
森
林
に
入
る
時

の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
一
般
の
森
林

所
有
者
に
必
ず
断
っ
て
か
ら
入
林

し
ま
し
ょ
う
。

・
国
有
林

網
走
南
部
森
林
管
理
署
で
許
可
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

緯
０
１
５
２
室

室
２
２
１
１

62

・
道
有
林

５
月

日
ま
で
一
般
の
方
の
入
林

31

は
出
来
ま
せ
ん
。
６
月
か
ら
入
林
を

希
望
す
る
場
合
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
総

合
振
興
局
東
部
森
林
室
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

緯
０
１
５
７
室

室
６
２
７
６

24

・
町
有
林

山
菜
採
り
な
ど
、
理
由
な
く
一
般

の
方
の
入
林
は
出
来
ま
せ
ん
。

山
火
事
は
起
こ
さ
な
い
！

春
先
の
こ
の
時
期
は
空
気
が
乾
燥
し
、
山
火
事
が
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
で
、
大
切
な
緑
や
森
林
財
産
が
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

火
の
取
扱
い
に
は
細
心
の
注
意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。

《
平
成

年
度
山
火
事
予
防
作
品
標
語
の
部
》

29

北
海
道
知
事
賞
優
秀
賞
／
津
別
町
長
賞

『
守
ろ
う
よ

森
の
温
も
り

未
来
へ
と
』

津
別
小
学
校
４
年
生（
学
年
は
入
賞
時
の
も
の
で
す
）

山
口

樹
里
さ
ん

工業統計キャラクター

コウちゃん

平成30年工業統計調査を実施します
工業統計調査は我が国の工業の実態を明らかにすることを目的とした統計

法に基づく報告義務がある重要な統計です。

調査結果は中小企業施策や地域振興などの基礎資料として利活用されます。

調査時点は平成30年６月１日です。調査票へのご回答をお願いいたします。

政府統計

・ ・ 町

町有車両を売払います
町では、次の車両の売却を予定していま

す。入札は下記の要領で行いますので、購

入をご希望の方はご参加ください。

種 類：軽貨物自家用車両 ４人乗り

排 気 量：0.65Ｌ 年 式：平成９年

走行距離：84,360娃 車 検：車検切れ

そ の 他：エンジンオイル漏れ、床下サビ腐り多数

売払いする車両

物件番号陰

スズキアルト １台、４ＷＤ、ＭＴ

売払いの方法 一般競争入札

入札執行日時 平成３０年５月２４日（木）午前９時

入札執行場所 津別町字幸町 林業研修会館 ２階 研修室

売払い物件の縦覧 期 間：平成３０年５月７日（月）～５月１８日（金） 午前９時～午後３時まで

場 所：幸町役場駐車場附近

その他：縦覧を希望される方は、事前に連絡をお願いします。

問い合わせ先 役場代表 緯７６－２１５１ 入札と縦覧：車両１台 保健福祉課（内線277）

６月４日～１０日は、歯と口の健康週間です。スロー

ガンは、『のばそうよ 健康寿命 歯みがきで』。

これにちなんで、美幌歯科医師会が歯科無料相談、

講演会などを行います。

日 程 ６月２日（土）

場 所 しゃきっとプラザ２階 （美幌町東３条北２丁目）

無料歯科相談＆無料フッ素塗布（先着100名様に参加賞）

午後０時30分～午後３時30分

※フッ素塗布は小学生以下が対象です。

お口の健康づくり講演会

午後１時～午後２時30分

テーマ：STOP!!口呼吸～あいうべ体操で健康な体作り～

講師 池田歯科クリニック院長 池田哲氏

※６月１日～11日は、しゃきっとプラザ１階エントランスに

て小学生歯のポスター展示を行います。

問い合わせ先 くに歯科クリニック 緯76－2525

『歯と口の健康週間』歯科無料相談
&お口の健康づくり講演会を実施

《町内施設開館のお知らせ》
津別町のキャンプ場等がオープンいたしました

のでお知らせいたします。ぜひご利用ください。

津別２１世紀の森キャンプ場

利用期間 ５月１日～１０月３１日まで

連 絡 先 緯76－1737（キャンプ場管理棟）

森林学習展示館

開館期間 ５月１日～１０月３１日まで

開館時間 午前９時３０分～午後４時３０分

休 館 日 月曜日（祝日の場合は翌日）

連 絡 先 緯76－2100

チミケップ湖キャンプ場

利用期間 ５月１９日～１０月３１日まで（予定）

※気象条件により変動があります。

連 絡 先 緯76－2151

（役場産業振興課商工観光グループ）

平成27年4月より、生活困窮者への支援制度が始まり、生活の困りごとや不安を抱えている場合に、どうしたら

解決できるか、一緒に考え自立に向けた支援・相談を行っています。ひとりで悩まないで、遠慮なくお電話ください。

《出張相談会開催日時》
相談会会場：林業研修会館図書室（役場裏）

実 施 形 態：事前予約制

実施者・問い合わせ・予約先

オホーツク相談センターふくろう

緯0157－25－3110

〈〈生活困窮者支援〉津別町出張相談会のご案〈生活困窮者支援〉津別町出張相談会のご案内内

５ 月４ 月
医療機関名

６日（日）５日（土）４日（金）３日（木）２日（水）１日（火）30日（月）29日（日）28日（土）

××××××××△美幌 工藤医院

当番×××○○××△美幌 田中医院

××××△△当番×△美幌 田畠医院

××××××××○美幌 玉川医院

××××△○×当番×美幌 平間医院

××××△○××△びほろ耳鼻咽喉科

××××△×××△美幌皮膚科

××××○○××△美幌みやざわクリニック

××××△××××美幌療育病院

×・救急×・救急当番×・救急○○×・救急×・救急×・救急美幌町立国保病院

×・救急当番×・救急×・救急△○×・救急×・救急△津別病院

×・救急×・救急×・救急当番○○×・救急×・救急△女満別中央病院

××××○○××△東藻琴診療所

時間はいずれも

午前11時～12時

※前日の午後５時までに

電話予約をしてください。

平成30年 5月23日（水）
6月27日（水）
7月25日（水）
8月29日（水）
9月26日（水）



総務省では６月１日を「電波の日」と

定め、10日までの「電波利用環境保護周

知啓発強化期間」に電波利用に関する

ルールの周知・啓発活動や不法無線局対

策を実施します。

総務省北海道総合通信局では、電波監

視を実施し、適正な電波環境の維持に努

めています。電波に関する困りごとやご

相談は下記へお問い合わせください。

問い合わせ先 総務省北海道総合通信局

緯011－737－0099

メール soudan-hokkaido@soumu.go.jp

『こころの健康相談』が
以下の日程で行われます

平成30年度こころの健康相談日程表

１１月21日（水）５月16日（水）

１２月19日（水）６月20日（水）

１月16日（水）７月18日（水）

２月20日（水）８月22日（水）

３月20日（水）９月19日（水）

※すべて要予約１０月17日（水）

いずれも午後１時３０分～３時３０分

場所 北見保健所（北見市青葉町6番6号）

方法 北見赤十字病院精神科 嶋田医師

及び北見保健所保健師との面接

予約・問い合わせ先

北見保健所 緯０１５７－２４－４１３７

６月１日は「電波の日」です

本誌前月号（４月号）とともに配布しました「津別町住民満

足度調査（平成２９年１０月実施）集計結果報告書」の２１ペー

ジ『ご意見・ご提言』に誤りがありました。

お詫びして訂正いたします。

（誤）今後のまちなか再生の中止を担う施設となってほしい。

（正）今後のまちなか再生の中心を担う施設となってほしい。

水道、下水道の料金にかかる検針・料金徴収業務を次の会

社へ委託しています。各地域の担当員をお知らせします。

委託先 水ｉｎｇ株式会社 北海道支店

検針・料金徴収員の担当地区については、４月１日現在の大ま

かな区域です。各検針・徴収員は身分証明書を携帯しておりま

す。不明な点がありましたら下記までご連絡ください。

問い合わせ先

建設課水道グループ 緯76－2151（内線253・254）

委託先 水ｉｎｇ株式会社北海道支店 津別管理事務所

（下水道管理センター内） 緯76－2848

津別市街地区
及び活汲地区

豊永及び高台の一部、
美都、上里地区

本岐地区 相生、大昭、布川地区

後藤 寛治さん

内田 憲造さん

上杉 猛晴さん 太田 威さん

佐藤 啓一さん

※上杉猛晴さ

んは、相生地

区の一部も担

当します。
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《お詫びと訂正のお知らせ》

年金ミニ知識
問い合わせ 戸籍・年金担当
緯76－2151 内線222、223

年間通して町内の青年たちが集い、話し合い、交流し、いろんな活動を展開しています

問い合わせ先

中央公民館

社会教育グループ

緯76－2713

汽汽新体制で新年度スタートしました！汽汽

一年を通して様々な活動を実施しています！ 昨年度は

出張サンタ・出張オニ・動画作り講習会への参加など、活

動については、メンバーのみんなで楽しく決めています！

今年度も何をしようかと新体制で第１回目の定例会が終

了し、また今年も楽しもう！ ということで懇親会も開き、

大いに盛り上がったところです！

興味のある方は、気軽に見学にきてくださいね！

Facebookを

チェック 新メンバー募集中！

町と網走南部森林管理署では毎年、緑化や環境意識の高揚を

目的に、町民植樹祭を実施しています。

夫婦、親子、孫と一緒、兄弟・姉妹で、もちろん一人でもOK。

あなたも植樹祭に参加してみませんか！

日 時 ５月13日（日） 午前９時集合

集合場所 役場正面玄関前

植樹場所 恩根 町有林

交通手段 町のバス等を利用します。

持ち物等 植樹のできる服装（作業服、

長靴、軍手）とスコップを

持参ください。

申込方法 5月10日（木）までに、役

場林政担当にご住所とお名

前を告げ、申し込んでくだ

さい。申し込みは電話でお

願いします。

申し込み・問い合わせ先

産業振興課 林政担当

緯76－2151（内線259）

町民植樹祭の参加者募集！

行

です！

※青年活動プロジェクトandを見学したい!!と言ってください!!

国民年金の付加年金という
お得な制度があります

▼付加年金の保険料は月額400円です

定額保険料に付加保険料をプラスして

納付すると将来受け取る老齢基礎年金に

付加年金が上乗せされます。

納めた付加保険料は、将来、付加年金

として２年間受け取るだけで取り戻せま

す。

▼いくら上乗せされるかというと…

付加年金の受給額（年額）

受給基本額200円×付加保険料を納め

た月数の付加年金が加算されます。

例：付加保険料を10年間納めた場合

○納付する付加保険料

400円×10年（120月）＝48,000円

○付加年金受給額（年額）

200円×10年（120月）＝24,000円

したがって、付加年金を２年間受給す

ると、納付した付加保険料総額と同額に

なり、３年目以降も継続され、「もらい

得」になる大変お得な制度です。

▼付加年金に加入できる人

国民年金の第１号被保険者と65歳未満

の任意加入被保険者です（国民年金基金

に加入中の方は加入できません）。


